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「平成23年度東久留米市事務事業見直しのための仕分け」　委員意見・提言

番号 Ｂ－7 担当課 職員課

判 定 区 分
（仕分け市民委員数はＡ班４名、Ｂ班３名）

1 不要 2 民間 3 国 4
東久留米市
(現行通り)

0名 0名 0名 0名 0名 3名 0名

東京都 5
他市町村と
の広域連携

6
東久留米市
(改善有)

7

担 当 課 の 考 え 方

　仕分けの場でも一部回答しましたが、以下の対策を講じていきます。
・今後、庁内において、研修結果を共有化する報告の場が持てるように検討します。
・研修の効果は、直ぐに表れ難いものであることから大幅な経費負担が生じる見直しは難しいと考え
ております。その中でも、時代の動きを見据え、政策法務、防災関係の研修を加えていく予定です。
・新任研修のカラキュラムの中に、「東久留米市のめざす職員像」を伝え、理解する講義を加えてい
きます。

仕 分 け 委 員 意 見 ・ 提 言

委員・・・6東久留米市（改善有）⑦その他

○東久留米市だけの問題ではないが、研修所として費用がかかっているのであれば、コスト削減のた
め研修会場自体を各市役所とするなど、研修所としての機能は減らしていくべきとの印象を受けた。
○研修内容は、サービス業であることも踏まえた見直しを希望する。
○東久留米市の職員像を全職員にきちんと理解させてほしい。

委員・・・6東久留米市（改善有）⑦その他

○研修効果を把握し、検証方法や目標設定の方法を見直してほしい。
○市民ニーズに対応した研修カリキュラムを作成してはどうか。
○地域主権に対応したり、行財政改革を推進できる職員を育成してほしい。

委員・・・6東久留米市（改善有）⑦その他

○豊かな発想力を身につけるため、市職員が知識を高めることにどん欲になってほしい。
○研修のフレームワークは柔軟にして、新しいアイテムはどんどん取り入れてはどうか。


